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新
論
拠
を
論
破
さ
れ
退
却

纂
鯛
裂

中
電
の
違
法
性
明
白

中
国
電
力
は
六
月
二
九
日
か
ら
上
関
町
四
代
の
田
ノ
浦
沖
で
、
上
関
原
薬
葦
語
一に
と

も
な
う
海
上
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
準
備
作
業
に
入
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
同
海
域

は
祝
島
漁
民
が
操
業
す
る
海
域
で
あ
り
、
祝
島
漁
民
の
同
意
が
な
く
て
は
調
査
活
動
は

で
き
な
い
た
め
、
過
去
三
回

（
二
〇

一
九
年

一
一
月
と
二
〇
二
〇
年

一
〇
月
に
調
査
断

念
）
と
同
様
に
調
査
に
と
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
今
回
中
電
は

一
四
日
に

「調
査
場
所
付
近
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ま

へ
」
と
す
る
文
書
を
操
業
中
の
祝
島
漁
民
に
示

し
て
き
た
が
、
祝
島
漁
民
の
側
が

一
六
日
に
中
電
の
主
張
を
論
破
す
る

「反
論
書
」
を

手
渡
し
た
。
「
反
論
書
」
を
読
ん
で
中
電
側
は

「調
査
は
当
面
中
止
す
る
」
と
い
い
残

し
て
撤
退
し
て
い

っ
た
。

揺
る
が
ぬ
祝
島
漁
民
の
漁
業
権

は
、
申
立
人
ら
が
被
申
立
人

に
対
し
、
本
件
仮
処
分
決
定

主
文
第

一
項
の
不
作
為
義
務

を
隼
つ
こ
ζ
篠
議
す
る
」

と
記
し
て
い
る
。

一
六
日
に
は
中
電
は
い
つ

も
は
午
前

一
〇
時
か
ら
作
業

開
始
の
と
こ
ろ
を
午
前
九
時

か
ら
開
始
と
し
、
笹
木
上
関

原
発
準
備
事
務
所
副
所
長
は

田
ノ
浦
に
来
る
や
早
速

「上

関
原
発
を
建
て
さ
せ
な
い
祝

島
島
民
の
会
」
の
清
水
敏
保

代
表
の
船
を
訪
ね
、
清
水
氏

が

「
反
論
書
」

を
手
渡
し

た
。
　
Ｊ
曇
雲
Ｆ

の
要
旨
は

よ

る
制
約

は
全

く
受
け
な

い
、
と
反
論
し
て
お
り
、
中

電
の
主
張
は
す
で
に
破
た
ん

し
て
い
る
。

今
回
中
電
は
新
た
な
論
拠

一

を

ひ
ね
り
出
し

て
示
し
た

が
い
そ
れ
も
祝
島
漁
民
か
ら

論
破
さ
れ
た
。

中
電
は

一
四
日
、
「
調
査

場
所
付
近
に
お
ら
れ
る
皆
さ

ま

へ
」
と
題
す
る
文
書
を
海

域
で
操
業
中
の
祝
島
の
漁
民

た
ち
に
示
し
た
。

文
書
に
は

「
平
成

二
六

公

一〇

一
四
）
年
六
月
、
祝

島
の
方
々
と
中
国
電
力
は
裁

判
上
の
和
解
を
し
て
お
り
、

中
国
電
力
が
埋
立
工
事
施
行

区
域
内
で
行
う
地
質
調
査
に

関
し
て
い
漁
船
等
の
船
舶
を

進
入

。
係
留
し
て
同
調
査
を

妨
げ
な
い
と
い
う
お
約
束
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

と
し
て
、
中
国
電
力
と
祝
島

漁
民
の
和
解
の
内
容
を
記
し

た
山
口
地
裁
二
〇

一
四
年
六

月

一
一
日
審
尋
調
書
を
添
付

し
て
い
た
。

同
調
書
に
は
和
解
条
項
と

し
て
、
「
申
立
人

（祝
島
漁

民
）
ら
と
被
申
立
人

（中
国

電
力
）
が
本
件
公
有
水
面
に

つ
き
、
有
効
な
公
有
水
面
埋

立
法
に
よ
る
免
許

に
基
づ

き
、
適
法
に
埋
立
て
に
関
す

る

工
事
を
再
開
し
た
と
き

以
下
の
通
り
。

審
尋
調
書
に
記
さ
れ
て
い

る
和
解
条
項
に
は
、
中
電
が

「
適
法
に
埋
立
て
に
関
す
る

工
事
を
再
開
し
た
と
き
」

は
、
「
祝
島
漁
民
は
中
国
電

力
に
対
し
上
記
不
作
為
義
務

を
急
う
」
と
し
て
い
る
。
適

法
に
埋
立
て
工
事
が
な
さ
れ

る
に
は

「事
業
者
と
公
の
関

係
」
に
お
い
て
埋
立
免
評
が

出
さ
・れ
る
だ
け
で
な
く
、

「
事
業
者
と
民
の
関
係
」
に

お
い
て
損
失
補
償
が
な
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

同
様
に
、
適
法
に
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査

が
な
さ
れ
る
に

は
、
「事
業
者
と
公
の
関
な
ど

に
お
い
て

一
般
海
域
占
用
許

可
が
出
さ
れ
る
だ
け

で
な

く
、
「事
業
者
と
民
の
関
係
」

に
お
い
て
損
失
補
償
が
な
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
本
件
ボ
ー
リ
ン

漁
民
に
調
査

へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
中
電
職
員

（
六
月
二
九
こ

グ
調
査
に
お
い
て
は
、
祝
島

漁
民

へ
の
損
失
補
償
は

一
切

な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
本
件
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
は
適
法
に
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
祝
島
漁
民
が
上
記
不
作

為
義
務
を
負
う
こ
と
は
全
く

な
い
。
　
　
　
　
　
　
以
上

笹
木
副
所
長
は
反
論
書
を

読
み
、
再
び
午
後

一
〇
時
ご

ろ
に
清
水
氏
を
訪
ね
、
「
話

し
合
い
を
持
て
な
い
か
」
と

持
ち
か
け
た
が
、
「
埋
立
を

中
止
し
な
い
限
り
、
話
し
合

い
に
は
応
じ
な
い
」
と
拒
否

さ
れ
る
と
、
午
後

一
時
ご
ろ

に
な

っ
て
、
内
部
で
弁
護
士

等
と
う
ち
合
わ
せ
る
の
で
、

当
分
調
査
は
し
な
い
」
と
い

い
残
し
て
帰

っ
て
い

っ
た
。

な
お
、

一
般
海
域
占
用
許

可
の
申
請
に
は

「
利
害
関
係

人
の
同
意
」
が
必
要
だ
が
、

中
電
は
祝
島
漁
民
の
同
意
を

得
ず
に
申
請
し
て
い
る
。
憲

法
二
九
条
は
祝
島
漁
民
に
損

失
補
償
が
必
要
な
こ
と
を
認

め
て
お
り
、
祝
島
漁
民

へ
の

損
失
補
償
も
同
意
も
な
い
申

請
は
違
法
で
あ
り
、
そ
の
違

法
な
申
請
に
占
用
許
可
を
与

え
た
山
口
県
も
憲
法
違
反
を

犯
し
て
い
る
。

¨
ま
た
中
電
は
広
島
高
裁
の

二

〇
〇
七
年

の
判
決

を
盾

に
、
コ

一〇
〇
〇
年
の
補
償

契
約
で
今
回
の
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
も
合
め
た
漁
業
補
償
を

し
た
。
そ
の
か
わ
り
に
自
由

漁
業

（釣
り
漁
業
）
の
権
利

も
合
め
、
漁
業
を
営
む
権
利

は
放
棄
さ
れ
た
」
と
主
張
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
祝

島
島
民
の
会
は
、
祝
島
漁
民

は
補
償
金
を
受
け
と

っ
て
お

ら
ず
、
加
え
て
①
漁
業
補
償

額
は
事
業
の
前
三
～
五
年
間

の
漁
業
デ
ト
タ
を
も
と
に
算

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
お
り
、
〈
７
年
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
に
と
も
な
う
補

償
額
を
二
〇
〇
〇
年
に
算
定

で
き
た
は
ず
は
な
い
、
②
補

償
契
約
に
基
づ
き
自
由
漁
業

の
権
利
に
制
約
を
受
け
る
の

は
、
二
〇
〇
〇
年
当
時
、
当

該
海
域
で
自
由
漁
業
を
営
ん

で
い
た

「
二
〇
〇
〇
年
の
祝

島
漁
協
組
合
員
」
で
あ
り
、

現
在
、
当
該
海
域
で
自
由
漁

業
を
営
ん
で
い
る
祝
島
漁
民

の
ほ
と
ん
ど
は

「
二
〇
〇
〇

年
の
祝
島
漁
協
編
基
冒
Ｆ

で

は
な
い
の
で
、
補
償
契
約
に
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